
芽室町１係１DX

取組項目まとめシート（公表用）

令和６年７月 政策推進課（DX担当）
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●ヒアリング期間① ２月８日～２０日

●カレーライスシート（As is – To Beシート）作成 ３月２２日～４月２４日

●ヒアリング期間② ５月１３日～２２日

● カレーライスシート修正等、全体とりまとめ ～６月３０日

●芽室町１係１DXとは・・・

芽室町では、「DよりもXが大事」を合言葉に、令和５年度からまずはXの部分

である「すべての業務の見直し＝業務棚卸」の取り組みからDXを始めました。全

係とDX担当とのヒアリングを通じて、すべての係が１つ以上のDXに取り組んでお

り、これを１係１DXとしています。

●このまとめは芽室町としての取組項目とその関連性のまとめ

全係とのヒアリングを行った結果、全体傾向が見えてきました。一つ一つの項

目は、一見するとその部署特有のものに見えますが、分析すると部署間の関連性

も見えてきて、その関連性を可視化することで、無駄なく検討できるのではない

かと考えました。次ページ以降にその関連性を示しています。
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●全体傾向

課題解決のジャンル 個数

クラウド電話 1

グループウェア活用 1

コンビニ交付 1

メール改善 1

介護認定審査事務 1

財務会計のデジタル化 1

施設管理のシステム活用 1

情報配信（自動化） 1

地図活用 1

庁舎の防犯対策 1

電子契約・財務会計 1

独自）町内会の在り方 1

独自）オンライン診療 1

独自）仕組み構築 1

独自）写真整理 1

法令規則への迅速な対応 1オンライン手続きに関するものが多くなりまし

たが、ジャンル同士が相互に連動するものが多

いため、次ページ以降で詳しく分析します。
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課題解決のジャンル 個数

オンライン手続き 27

オープンデータ 7

マイナンバー活用 7

GIS活用 6

ペーパーレス 6

AI活用 5

Xの部分から 4

文書保存のデジタル化 4

RPA活用 4

AI-OCRの検討 3

Mポイント活用 3

PMH 3

情報配信（セグメント絞る） 3

文字起こし 3

相談支援記録の作成、編集、共有 2

LINE活用 2

キャッシュレス決済 2

外部委員等会議の効率化 2

楽らく窓口 2

母子手帳アプリ導入 2



●ヒアリング結果の分析① オンライン手続き

連動するジャンル（主なもの）

オンライン
手続き

ペーパーレス

マイナンバー
活用

ＲＰＡ
活用

AI-OCR
の検討

LINE
活用

キャッシュレス
決済

楽らく
窓口

文書保存の
デジタル化

メール
改善

グループウェア
活用

・本人確認方法の確認
・使うツールの判断
・パーソナルな情報
・独自利用事務

・オンラインで受けた
データを自動処理する

・特に様式の決定権が
自分たちに無い手続き
で、紙でしか取得でき
ない情報をデータ化
・ＲＰＡとの組合せも

・手続きによってはＬＩ
ＮＥを
・手続きがオンラインで
できることの周知にも活
用

・結果的にぺーパー
レスがどんどん進む

・決定→通知→保存
までデジタル化へ
・検索性も向上
・監査対応の検討

・手続き上の支払い
の利便性向上

・１階窓口だけでない
全庁的なオンラインへ

・通知や案内のオンラ
イン化はメールだけか
・ＰＰＡＰによる影響

・円滑なコミュニケー
ション
・円滑な横連携

電子決裁
導入

オフィス
改革

★バックオフィス側の改革
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●ヒアリング結果の分析② ＧＩＳ活用

連動するジャンル（主なもの）

ＧＩＳ
活用

オープン
データ

・農業（土地改良）
・水道（上下）
・道路
・地籍
・災害
とそれぞれが専門性に
基づいて整備済・整備
の検討

地図
活用

・可能なものをオープンデータと
して整備し、民間のサービスに組
み込むなど自由度の高い活用を目
指す

オンライン
手続き

・公開型とすること
や、オープンデータ
とすることで、オン
ライン手続きそのも
のが不要に

・現場でプロットした
ものがＧＩＳ等に反映
できないか 公開型

ＧＩＳ

個々で整備しているＧＩＳから必
要なデータをShape形式などでイン
ポートして集めるプラットフォー
ムなどの検討
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●ヒアリング結果の分析③ オープンデータ

連動するジャンル（主なもの）

ＧＩＳ
活用

オープン
データ

・可能なものをオープンデー
タとして整備（個々で整備し
ているＧＩＳから必要なデー
タをShape形式などでインポー
トして集めるプラットフォー
ムを作るなど） オンライン

手続き

・オンライン手続き
そのものが不要に

ＡＥＤ
配置場所

すでに取り組んでいる事項
・介護サービス事業所
・医療機関名簿
・指定緊急避難場所

有害鳥獣
出没状況

消防水利
施設
位置図

子育て
施設

コミバス
運行情報

公衆
トイレ

公園

公共施設

・民間事業者がアプ
リを作成
・民間事業者が情報
誌を作成
などなど

★他地域の事例
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●ヒアリング結果の分析④ 文書保存のデジタル化

連動するジャンル（主なもの）

文書保存の
デジタル化

ペーパー
レス化

・工事や修繕記録を年度だけ
でなく対象物ベースで検索で
きる
・離れたところでも確認でき
る
・素早く検索できる
・劣化しない
・監査との整合は要研究

・結果的に

・紙で実施している決裁→
保存がデジタル化される必
要がある

★ セットで検討するもの

電子契約

財務会計の
デジタル化

・企業会計
では未導入

・タイムリーに入力でき
記録作成が省力化
・複数人が同時に閲覧で
きる
・外勤先でも見れる
・デジタルなので権限設
定が容易で安全安心に運
用できる

・近隣市町村の状況も注視
・事業者のメリット

電子決裁
導入
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相談支援記録
の作成、編集、

共有



●ヒアリング結果の分析⑤ AI活用

連動するジャンル（主なもの）

ＡＩ活用

クラウド
電話

・正確な文字起こしと
その内容の要約まで

・代表電話の検討
でＡＩにより電話
交換先を自動応答
できないか

広報原稿
読み原稿
生成

文字起こし
と要約

メール改善

・要約の機能や定型的
な文書の自動作成

・メールの自動転送
・内容の要約
・自動返信 など

エクセルや
コード作成
のサポート

に
・要約の機能や定型的
な文書の自動作成

情報配信

・セグメントを絞った
配信
・自動化

住民
チャット
ボット

・職員が住民対応の
際にチャットボット
を活用できないか 8



●ヒアリング結果の分析⑥ Ｍポイント活用

連動するジャンル（主なもの）

Ｍポイント
活用・「自動付与」できる

かがポイントの一つに

健康ポイン
トでの活用 行政連携の

拡大

・お礼ポイント系の検討
・～してくれたらのキャンペーン
への利用
例）口座振替登録で○○ポイント

オンライン
手続き

ウォーキング
ポイント

★ セットで検討するもの

・申込～最後のポイン
ト付与までオンライン
で終わる仕組み検討
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●ヒアリング結果の分析⑦ ＰＭＨ（Pubic Medical Hub）

連動するジャンル（主なもの）

ＰＭＨ

マイナン
バー活用

医療機関側
の参画

・病院、歯科医院、薬局等
の参画を促す取り組み
・公立芽室病院との情報共
有・協議

町側の
情報連携の

拡大

カード取得率
カード活用率

向上

・Ｒ６：地方単独医療費助成（子ども・障が
い・ひとり親）
・Ｒ７以降検討
予防接種、母子保健
※国公費の医療費助成については現状町はシ
ステム管理しておらず対応が難しい
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・Ｒ６先行実施自治体
として参画中

母子手帳
アプリ
導入

・Ｒ６、７に導入検討。



●ヒアリング結果の分析⑧ 楽らく窓口

連動するジャンル（主なもの）

楽らく窓口

マイナン
バー活用

・楽らく窓口もオンライン
手続きも住民のサービス向
上！

キャッシュ
レスレジ
導入

カード取得率
カード活用率

向上

・Ｒ６デジ田

コンビニ
交付

・Ｒ６に実装
・住民票、印鑑証明、
税証明（資産税除く）
は役場に「行かない」
を実現。

オンライン
手続き

グループ
ウェア
活用

・バックオフィス側の
連携強化、円滑化

認証端末
導入

・Ｒ６デジ田

文書保存の
デジタル化

電子決裁
導入

ＲＰＡ
活用

職員
レイアウト等

の検討

オフィス
改革

・証明書発行等
の自動化

★バックオフィス側の
改革
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●お問い合わせ先

政策推進課政策調整係（DX担当）

✉ s-dx@memuro.net

☎ 0155-62-9721

まずは、メールでお問い合わせいただけると幸いです。

芽室町DX推進ビジョン

ぜひ、ご一読ください！
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https://www.memuro.net/administration/soshiki/seisaku/dx/2024-03-memuro-DXvision.html

